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磨を行った。試験片はローダミン 0.01%水溶液に 24、48、72 時間、7日間
浸漬した(DI test)。サーマルサイクル試験はローダミンに浸漬した状態で
5-60℃を 1 サイクルとして係留時間 30 秒間で 1000 回と 10000 回行った
(TSD test)。浸漬後、サーマルサイクル後、測色器にて測色後、不透明度と
ΔE を算出した。表面粗さの計測は接触型表面粗さ計にて中心線平均表面
粗さ（Ra）を算出した。吸水量は試験片の初期重量に対する重量変化の百
分率を算出し吸水量とした。走査型電子顕微鏡にて表面性状の観察を行っ
た。 
結果：ΔE、表面粗さ、吸水量は SC(+)と比較し、SC(-)が有意に高い値を示
 した。不透明度は浸漬時には未処理群と処理群間に有意差は認められなか
ったが、サーマルサイクル後には両者に有意差が認められた。 
考察：SC(-)は温度刺激によりフィラーの脱落及び、マトリックスレジン
とフィラーの結合に間隙が生じ、この間隙から吸水し、マトリックスレジ
ン中に色素が拡散することで、内部に色素が浸透し、着色したと考えられ
る。 
シランカップリング処理はコンポジットレジンの物性のみならず、審美性
に関与していると示唆された。コンポジットレジンの内部への着色の原因
としてシランカップリング処理によるフィラーとマトリックスレジンの
結合が影響を及ぼすことが判明した。 
 
 
